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こんなことが出来ます！

生ゴミの分解液の排水濃度を大幅に低減できます。
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

①未分解の生ゴミは生ゴミ処理機の底部に貯めるこ
とで直接排水されなくなり上澄み液だけを流すこ
とで排水濃度が大幅に低減した。
②底部に貯まる汚泥も微生物分解可能となった。

　従来、生ゴミを液化分解して排水に流す場合、底部
パンチング板の穴径よりも小さな生ゴミは微生物分
解される前に排水として流れるため高濃度であり、下
水道や施設内の排水施設への負荷を高める危険性
が極めて高かった。

　設置をされる施設側の立場に立てば排水
負荷の心配の少ない機械を選択されると思
います。
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　生ごみ処理機と連結させた外部の貯水枡（ドレンユニット）は、水位調整が可能で、この貯水枡に水が貯まると生ごみ処理機
の底部にも水が貯まる。底部パンチング板から漏れた未分解の生ゴミは機械の底部に蓄積されていき、ここで嫌気性の微生
物にて時間を掛けて分解される。
　撹拌槽の中では従来どおりの好気性微生物により生ゴミを分解する。溜まった排水は貯水枡から上澄みのみ排水されるた
め、従来の直接排水する方式よりもBODで1/5以下、SSで1/10以下までを低減できた(社内比)。
BOD：排水中に含まれる有機物の濃度で、その分解のために微生物が必要とする酸素の量で表したもの（水質指標）
SS：排水中に含まれる浮遊物質の濃度（水質指標）
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発明協会より「発明奨励賞」を受賞しました。
　一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会より「第
31回中国地域ニュービジネス特別賞」を受賞しました。
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